
 2.4.「近代科学の父」「ガリレオ・ガリレイ」(Galileo Galilei) 1564-1642. 

ガリレオ・ガリレイは 1564 年 2 月 15 日、イタリアのピサで生まれた不世出の偉大な数学者・

天文学者の一人。当時の科学を根底から変え、現代科学の多岐にわたる発展の土台を築き、「近

代科学の父」と呼ばれる。 
ピサのドーモの教会で祭壇の前のランプが揺れるのを見て「振り子の等時性」を考えたとか，

その隣に建っている斜塔で，物体が落ちていく様子を調べるために実験をしたとか伝えられて

います。 
また、自ら改良した望遠鏡で宇宙を観測し、「地球は太陽の周囲をまわっている。従って、地球

は宇宙の中心ではない。」というコペルニクスの説を立証する証拠を収集した。彼がコペルニク

ス説を支持したことは、当時信じられていたカトリックの教義への挑戦とも言える大胆なこと

であった。 
結局、ガリレオはカトリック教会から異端者として審問にかけられた。 
そして、自分の唱えた説を取り消さなかったため、自宅に監禁され、８年後にこの世を去った。

「それでも地球は動く」と、そのあとガリレオはつぶやいたという。 
1992 年，コペルニクスと同じポーランド出身のローマ法王ヨハネ・パウロ２世は，ついにガリ

レオの破門を解いたのである。ガリレオの有罪判決(1633年)から実に359年後のことであった。  
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